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　寒い２月、味噌づくりの本番を迎えました。
温度管理が難しく、寒いこの時期が最適のため、
市内の多くの農家で作られています。
　味噌には秦野市内で収穫された津久井在来種
の大豆が使われています。神奈川生まれの大豆
を後世に残せるよう、また、日本の昔ながらの
発酵技術を使った食文化を子供たちにも伝えた
いと、寒い中、作業をしていました。

再生紙を使用しています

万能自然派うまみ調味料と
して大ブームの塩麹。
麹 の 酵 素 力 で 素 材 の 旨 さ
アップ！

「じばさんず」でも、市内の農家が
作った手作り味噌が販売されていま
す。（下段）

おふくろの味を子どもたちへおふくろの味を子どもたちへおふくろの味を子どもたちへ

麹を混ぜ合わせる久保寺則子さん（戸川）麹を混ぜ合わせる久保寺則子さん（戸川）



「海外の農業情勢やＴＰＰと
　　　　　　　　日本の農業の再生」

中地方農業委員研修会に参加！

「海外の農業情勢やＴＰＰと
　　　　　　　　日本の農業の再生」

中地方農業委員研修会に参加！

「海外の農業情勢やＴＰＰと
　　　　　　　　日本の農業の再生」

中地方農業委員研修会に参加！
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平
成
23
年
度
神
奈
川
県
農
業

委
員
大
会
が
11
月
11
日
に
海
老

名
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
秦

野
市
の
農
業
委
員
15
名
を
含
む

　

平
成
23
年

11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て

農
業
委
員
等

が
農
地
の
利

用
状
況
調
査

を
行
い
ま
し
た
。農
地
と
し
て
の

有
効
活
用
が
特
に
求
め
ら
れ
る

特
例
農
地
（
納
税
猶
予
農
地
）や

生
産
緑
地
指
定
さ
れ
て
い
る
農

地
を
中
心
に
調
査
し
ま
し
た
。再

調
査
が
必
要
な
農
地
に
つ
い
て

は
、適
正
管
理
を
求
め
る
文
書
を

送
付
し
、再
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

平
成
24
年
11
月
22
日
、
JA
よ

こ
す
か
葉
山
農
産
物
直
売
所

「
す
か
な
ご
っ
そ
」
と
長
井
海

の
手
公
園
「
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
」

な
ど
で
中
地
方
農
業
委
員
会
連

合
会
主
催
の
視
察
研
修
会
が
行

わ
れ
、
秦
野
市
農
業
委
員
12
名

が
参
加
し
、
地
産
地
消
の
取
り

組
み
や
地
域
と
の
交
流
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
、
平
塚
市
や
伊
勢
原
市
な

ど
の
農
業
委
員
と
の
有
意
義
な

情
報
交
換
も
行
う
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
農
業
委
員
活
動
の
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

約
７
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
東
電
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
る
農
業
被
害
へ

の
対
応
に
関
す
る
要
望
」「
農

地
の
保
全
・
有
効
利
用
に
関
す

る
要
望
」「
担
い
手
・
経
営
対

策
に
関
す
る
要
望
」「
農
業
委

員
会
活
動
の
強
化
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
」
の
４
議
案
や
「
環

太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」

へ
の
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
特

別
決
議
が
賛
成
多
数
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
農
地
利
用
状
況
調
査
結
果

調 査 農 地
調 査 結 果

良　好 要再調査 所有者人数

筆　　数 2,415 2,369 46
17 人

面積（a） 16,675 16,279 396

　

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

の
研
修
会
が
、２
月
３
日
（
金
）

秦
野
市
文
化
会
館
に
お
い
て
実

施
さ
れ
、秦
野
市
か
ら
は
農
業
委

員
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
（
社
）国
際
農
業
者
交
流
協
会

理
事
（
財
）農
政
調
査
会
会
長
の

野
中
和
雄
氏
に
よ
り
講
演
が
行

わ
れ
、参
加
し
た
農
業
委
員
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
農
産

物
生
産
へ

の
影
響
な

ど
に
つ
い

て
、
熱
心

に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農
業
被
害
へ
の
対

応
に
関
す
る
要
望
な
ど
４
議
案
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

表
明
に
反
対
す
る
特
別
決
議
を
議
決

平
成
23
年
度
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

壇上で挨拶をする和田稔農業委員会会長

JA よこすか葉山農産物直売所
「すかなごっそ」内の様子

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
視
察
研
修
会

Ｊ
Ａ
よ
こ
す
か
葉
山
農
産
物
直
売
所
な
ど
を
視
察

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
視
察
研
修
会

Ｊ
Ａ
よ
こ
す
か
葉
山
農
産
物
直
売
所
な
ど
を
視
察

ご協力ありがとうございました
賛助会費募金額
973,000円

　1,946戸の農家の皆様にご賛同いた
だきました。県農業会議では、この貴
重な財源を次の事業などに活用しま
す。
★県農林業施策と予算についての建議
★税制対策と経営改善支援
★都市農政対策の実施
★農業生産指導対策
★農政情報活動
★各生産組合の

地域農政活動
への助成



支援
センター
通信

支援
センター
通信

平井　義秋
　安心、安全な野菜づくり
は生産工程の品質管理を確
実に行うことだと思います。
　若者よ農業はおもしろい
ぞ！

いつでも作付けできる
状態となりました

本村　悦子
（就農地：堀山下）
　安心、安全で消費者に美
味しいといわれる野菜を
作っていきたいです。

平柳　雅彦
（就農地：羽根）
　美味しい野菜を作り、土地の
方々に仲間として認めてもらえ
るよう頑張りたいです。お祭り
好きです。

大竹　完治郎
（就農地：羽根）
　非常にささやかですが、
安全、安心の野菜を作っ
て提供し、食料自給率の
向上に寄与したい。

飯田　貞夫
（就農地：寺山）
　野菜作りには経験
が必要不可欠であり、
諸先輩の皆様からよ
り多くの指導を受け
たいと思います。

　はだの都市農業支援センターが平成18年度
から開講している「はだの市民農業塾」が平
成23年度も無事修了いたしました。家庭菜園
から本格的な就農まで、多様な農業参画の希
望形態に合わせた４コースの受講者47人が修
了書を手にしました。
　新規就農コースを修了した５名は、新たに
農業者の仲間入りをしますの
で、農家の皆さんご指導をお
願いします。

市　民
農業塾 ５人が新規就農

新規就農コース修了生紹介新規就農コース修了生紹介新規就農コース修了生紹介
応援よろしく
　　　お願いします
応援よろしく
　　　お願いします
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１
月
29
日
に
荒
廃
農
地
解
消
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
東
小
学
校
の

児
童
、
地
元
の
農
業
委
員
が
参
加

し
、
収
穫
し
た
大
豆
を
使
っ
て
の

味
噌
作
り
が
東
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
豆
は
、
農
業
委
員
会
が

中
心
と
な
り
荒
廃
地
を
再
生
さ
せ

荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動

収
穫
し
た
大
豆
で

味
噌
づ
く
り

　

１
月
14
日
に
農
業
委
員
、
荒
廃

農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
元
農
業
者
の
総
勢
23
名
が
参
加

し
て
、解
消
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
地
は
、
今
年
の
５
月
以

降
３
回
に
わ
た
り
解
消
活
動
が
実

施
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

も
あ
り
、
再
び
農
地
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
解
消
後

は
地
元
農
家
に
よ
る
果
樹
の
作
付

け
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

た
農
地
で
収
穫
し
た
大
豆
を
利
用

し
て
お
り
、
小
学
生
た
ち
は
、
播

種
か
ら
夏
の
草
む
し
り
、
収
穫
ま

で
行
っ
た
愛
着
の
あ
る
大
豆
で
思

い
思
い
に
味
噌
を
仕
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

初
め
て
味
噌
作
り
に
参
加
し
た

児
童
は
、「
自
分
が
収
穫
し
た
大

豆
で
味
噌
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。

ま
た
来
年
も
作
っ
て
み
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
り
ま

し
た

峠
事
業
地

麹と大豆を混ぜ合わせる参加者

解消前

解消後
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荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動
で
は
、

「
荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、

荒
廃
化
し
た
農
地
を
再
び
、
農
地

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
草
刈

り
な
ど
を
実
施
し
、
再
生
さ
れ
た

農
地
を
担
い
手
農
業
者
や
新
規
就

農
者
等
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ

う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
は
、
広
報
は
だ
の
等

で
公
募
さ
れ
、
現
在
で
は
54
名
の

登
録
者
が
お
り
、
秦
野
市
の
み
な

ら
ず
、
全
国
的
に
問
題
化
し
て
い

る
荒
廃
農
地
を
何
と
か
し
た
い
と
、

高
い
使
命
感
で
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
管
理
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

み
か
ん
畑
が
あ
る
こ
と
を
農
家
の

方
か
ら
聞
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
有
志
で
「
み
か
ん
の
会
」
を
結

成
し
、
剪
定
や
収
穫
の
手
伝
い
を

し
て
、

さ
ら
な

る
荒
廃

農
地
の

発
生
防

止
に
も

努
め
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
市
民
な
ど
を
招
き
サ
ツ

マ
イ
モ
の
掘
り
取
り
体
験
や
、
地

元
の
小
学
生
に
よ
る
大
豆
の
収
穫
、

味
噌
づ
く
り
体
験
な
ど
も
実
施
し
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
が
参
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
荒
廃
農
地
解
消
実

践
活
動
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
、

何
よ
り
の
励
み
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ

れ
る
「
市
民
の
日
」

で
は
、
解
消
実
践

活
動
の
啓
発
を

行
っ
て
お
り
、
解
消

後
の
農
地
で
と
れ

た
サ
イ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
「
サ
ツ
マ
イ

モ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
が

大
人
気
で
、
毎
年
、

楽
し
み
に
来
場
さ
れ
る
方
も
お
り
、

市
民
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
長
く
続
け
る
秘
訣
は
、

自
分
た
ち
も
楽
し
く
、
そ
し
て
無

理
な
く
行
っ
て
い
く
こ
と
と
話
し
て

い
た
初
代
会
長
の
磯
山
晴
海
さ
ん

は
「
今
後
は
、
秦
野
市
を
訪
れ
た

観
光
客
に
秦
野
の
素
晴
ら
し
い
田

園
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
観
光
地
の
付
近
に
あ
る
荒
廃

農
地
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
な
ど
、
さ
ら
に
自
主
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
10
年
た
っ
て
会
員
の
高

齢
化
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
今
後

は
若
い
方
に
も
、
も
っ
と
参
加
し
て

も
ら
い
、
全
国
的
に
も
先
駆
け
的

な
存
在
の
こ
の
会
を
継
続
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

秦
野
市
荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動
が
今
年
度
で
10
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
平
成
13
年
度
に
農
業
委
員
会
の
「
荒
廃
、
遊
休
農
地

の
解
消
と
農
地
流
動
化
の
促
進
」
事
業
と
し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
18
名
が
参
加
し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
平
成
16
年

に
「
荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
発
足
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
荒
廃
農
地
が
再
生
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年

に
は
、
農
業
委
員
会
や
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
た
荒
廃
農
地
の
解
消
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
第
１

回
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
で
全
国
農
業
会
議
所
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地域に根差しながらコツコツと 10 年　自分たちも楽しく、健康的に !!地域に根差しながらコツコツと 10 年　自分たちも楽しく、健康的に !!

荒廃農地解消実践活動荒廃農地解消実践活動

仲間
になりませんか

荒廃農地解消実践活動に
興味がある方は、はだの
都市農業支援センターま
たは、農業委員会事務局
へお問い合わせください。
問合先　☎81-7800
（はだの都市農業支援センター）



特例適用農地の適正管理のお願い特例適用農地の適正管理のお願い
　相続税納税猶予制度は、都市農業を守るための農政運動の結果、農業に限って設けられた特例制度です。
他業種にはありませんので、批判を受けやすいので、特例適用農地を適正に管理する必要があります。
　相続税納税猶予制度は、農地の一筆管理を行っている公的な機関である農業委員会が、制度がなりたつ
よう、適用農地の日常的な管理・指導を行っています。しかしながら、農地の無断転用の増加、耕作放棄地の
増加により、実態の把握が困難になり、制度の存続に影響しかねない事態となってもいます。
　こうしたことから、改正農地法により、農業委員会が毎年、農地の利用状況調査を行うこととなりまし
た。適正に管理されていない場合は、指導の対象となり、従わない場合には、「遊休農地」として税務署へ報
告することとなり、納税猶予が打ち切られることになります。
　相続税納税猶予は、大変有利な制度でありますが、非課税ではありません。あくまでも納税を猶予すると
いうことですから、猶予が途中で打ち切られることのないよう、特例農地の適正な管理をお願いします。

◎相続税納税猶予制度の適用状況（参考）
　東京国税局管内（東京・神奈川・千葉・山梨の一都三県）の管理件数は、約 17,000 件で猶予額
は約１兆 5千億円。神奈川県での管理件数は、約 6,000 件で猶予額は約 3,225 億円ですので、1件
当たり納税猶予税額は約 5,375 万円となります。

利用状況調査 農業委員会が、管内の農地が適正に利用されているか調査（農地法第 30条 1項）

農業委員会が、遊休農地であることを通知（農地法 32条）

指　導 農業委員会が、所有者等に対し、農地をきちんと利用するよう指導（農地法 30条 3項）

計画書の提出

適正管理されていない場合

指導に従わない場合

指導対象農地
・現に耕作されておらず、今後も耕作されないと見込まれる土地
・周辺農地と比べて低利用になっている土地

改正前納税猶予適用者（平成 21年 12月 15日以前の相続） 改正納税猶予制度適用者

所有者等が農地をきちんと利用することを
具体的に示した計画書を提出（農地法33条）

所有権の移転等の協議を行う旨を通知
（農地法35条第１項）

勧　告
適正な計画書になっていない場合。農業委員
会は所有者等に対し、誰かに貸すなど必要な
措置をとるよう勧告（農地法34条）

納税 猶 予 の 打 ち 切 り

勧告に従わない場合

計画書を
提出しなかった場合

納 税 猶 予 の 打 ち 切 り

納税猶予制度を将来に
つなぐためにも農地の
適正管理の徹底が大切です。

納税猶予の打ち切りの流れ
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農
家
の
声

　

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で

し
た
。
で
も
傷
跡
は
大
き
く
、
被

災
さ
れ
た
方
々
は
ま
だ
、
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
働
く
こ
と

も
ま
ま
な
ら
な
い
今
日
の
現
状
で

す
。
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に

戻
っ
て
頂
き
た
い
と
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

特
に
同
じ
農
業
を
営
む
者
と
し

て
、
自
分
の
田
畑
が
な
く
な
る
、

作
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
ま
た

作
っ
て
も
出
荷
出
来
な
い
等
の

色
々
な
問
題
が
あ
り
、
秦
野
で
も

お
茶
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に

と
っ
て
は
、
辛
い
一
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
野
菜
を
作
っ
て
い
る

我
が
家
で
も
内
心
は
、
い
つ
か
放

射
能
の
影
響
が
出
る
の
で
は
、
と

ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
の
仕
事
で
し

た
。
ま
だ
ま
だ
ニ
ュ
ー
ス
に
の
ぼ

る
問
題
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
め
）
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
て
農
作

物
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
環
境

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
環
境
の
中
、
我

が
家
で
は
主
に
野
菜
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
市
場
出

荷
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
、「
じ

ば
さ
ん
ず
」
や
生
協
へ
の
出
荷
に

変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
作

る
野
菜
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
作
っ
た
こ
と
の
な
い
野
菜
、

手
間
の
か
か
る
野
菜
、
人
に
勧
め

ら
れ
た
野
菜
、
自
分
で
も
食
べ
て

み
た
い
野
菜
や
珍
し
い
野
菜
な
ど

を
年
間
を
通
し
て
数
十
種
類
栽
培

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
菜
も

天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
良
く

出
来
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
不
出
来

の
と
き
も
あ
り
自
然
の
力
の
大
き

さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の

よ
う
に
寒
さ
の
厳
し
い
時
は
、
野

菜
も
出
来
が
良
く
な
く
、
さ
ら
に

働
く
私
た
ち
も
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
の
作
業
で
し
た
。
で
も
「
じ
ば

さ
ん
ず
」
に
買
い
物
に
来
ら
れ
る

方
は
、
秦
野
近
辺
の
み
な
ら
ず
、

遠
方
か
ら
も
わ
ざ
わ
ざ
来
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
う
い
う

方
々
の
為
に
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
野

菜
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

原
　
節
子
（
下
大
槻
）

思
う
事

　

僕
に
は
大
学
生
の
息
子
が
２
人

い
ま
す
。
建
築
や
通
信
技
術
に
興

味
を
持
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
就
活
も
始

ま
り
ま
す
。
僕
の
目
標
は
彼
ら
若

い
世
代
の
選
択
肢
の
一
つ
に
農
業

が
加
わ
る
こ
と
で
す
。
彼
ら
が
人

生
を
託
す
職
業
と
な
り
う
る
農
業

経
営
の
姿
を
一
つ
で
も
提
案
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
僕
は
以

前
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
師
と
し

て
日
々
、
ラ
イ
バ
ル
各
社
と
の
技

術
競
争
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

新
技
術
を
創
造
す
る
仕
事
は
刺
激

的
で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
30
代
頃
か
ら
「
僕
ら
は
モ
ノ
を

作
り
過
ぎ
て
い
る
。」
と
感
じ
始

め
ま
し
た
。
古
い
モ
ノ
を
廃
棄
し

て
得
ら
れ
る
新
し
い
モ
ノ
、
捨
て

る
速
さ
を
加
速
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
経
済
成
長
は
、「
豊
か
さ
を

履
き
違
え
て
い
る
の
で
は
」
と
の

疑
問
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
自
分
な

り
に
出
し
た
答
え
、
そ
れ
は
生
き

る
源
で
あ
る
「
食
」
を
作
る
農
業

に
取
り
組
む
こ
と
で
し
た
。
年
々

歳
々
キ
ャ
ベ
ツ
は
キ
ャ
ベ
ツ
で
変

わ
ら
な
い
モ
ノ
で
あ
る
が
、
常
に

人
間
に
必
要
な
モ
ノ
、
そ
れ
ら
を

作
り
続
け
る
農
業
に
魅
力
を
持
ち
、

就
農
し
ま
し
た
。
僕
は
新
し
い
モ

ノ
の
創
造
を
否
定
し
て
は
い
け
な

い
。
創
造
心
、
競
争
心
、
富
の
蓄

積
は
人
間
の
本
能
で
あ
り
人
生
の

ロ
マ
ン
と
い
っ
て
い
い
。
未
来
永

劫
、
ロ
マ
ン
が
人
生
の
活
力
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
新
型
携

帯
電
話
の
開
発
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
、
商
売
繁
盛
な
ど
は
す
べ
て

ロ
マ
ン
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
が
あ
る

と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

僕
は
業
と
し
て
の
農
業
に
た
く
さ

ん
の
ロ
マ
ン
を
提
案
し
た
い
。
そ

れ
が
農
業
に
若
者
を
惹
き
つ
け
る

術
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、「
儲

か
る
農
業
」
等
、
経
済
社
会
の
価

値
観
に
追
従
す
る
の
は
愚
か
だ
と

思
い
ま
す
。「
豊
か
さ
」
が
「
高

収
入
」
と
イ
コ
ー
ル
だ
と
考
え
て

き
た
経
済
社
会
の
破
綻
が
、
両
者

が
イ
コ
ー
ル
で
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
今
、
農
業
が
同
じ
轍
を

踏
む
こ
と
は
な
い
。
こ
だ
わ
り
の

野
菜
作
り
に
熱
中
し
つ
つ
も
長
期

休
暇
が
と
れ
る
時
間
の
ゆ
と
り
を

実
現
す
る
、
そ
ん
な
目
標
で
も
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。
食
の
安
全
も
含

め
、
農
業
に
は
次
代
の
豊
か
さ
の

価
値
基
準
が
溢
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
大
口
を
叩
き
ま
し
た
が
、

ま
ず
は
息
子
達
が
魅
力
に
感
じ
る

農
業
を
提
案
で
き
る
こ
と
、
そ
れ

が
僕
の
さ
さ
や
か
な
ロ
マ
ン
で
あ

り
ま
す
。

伊
藤
　
隆
弘
（
菩
提
）

農
業
へ
の
ロ
マ
ン



　改正農地法施行後、従来の標準小作料制度が廃止され、
新たに農業委員会が過去1年間に実際に締結（公告）さ
れた賃貸借契約の賃借料に関するデータにより、賃借料
情報を提供することとなりました。

平成 23 年１月～平成 23 年 12 月

農地の賃貸借情報

区 分 平均額 最高額 最低額 データ数

田 10,100 円 17,200 円 6,000 円 14

畑 10,100 円 30,000 円 3,900 円 60

＊データ数は、集計に用いた筆数です。
＊平均的賃借料は、算出結果を四捨五入して、100円単位として

います。

平均的農地賃借料（10ａ当たり）

AA 相　談
コーナー

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
23
年
11
月
～
24
年
２
月
）

QQ

審議案件 件数 面　積
耕作目的の売買・賃貸

　　　　　（３条許可）
7件 7,829.00㎡

市街化調整区域内の転用　

　　　（４・５条許可）
12件 6,130.32㎡

市街化区域内の転用

　　　（４・５条届出）
75件 26,944.05㎡

相続税納税猶予 9件 34,599.09㎡

総会の主な審議案件と件数（11月～２月）
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道
路
工
事
の
た
め
に
、

農
地
を
一
時
的
に
資
材

置
き
場
と
し
て
貸
し
て
欲
し
い
と

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
時
的
な

ら
手
続
き
は
要
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

農
地
を
資
材
置
き
場
に

す
る
こ
と
は
、
た
と
え

一
時
的
で
あ
っ
て
も
転
用
の
許
可

（
市
街
化
調
整
区
域
内
）
ま
た
は

届
出
（
市
街
化
区
域
内
）
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
公
共
工
事
等
で
事

業
地
外
の
農
地
を
仮
設
事
務
所
・

資
材
置
場
等
に
一
時
的
に
使
用
す

る
場
合
で
も
同
様
に
許
可
ま
た
は

届
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
怠
る
と
、
工
事
施
工
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
主
で
あ

る
農
家
も
責
任
が
問
わ
れ
、（
農

地
法
に
よ
り
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と

い
う
規
定
も
あ
り
ま
す
。）
納
税

猶
予
の
打
ち
切
り
や
、
農
地
転
用

選挙人名簿登載者数選挙人名簿登載者数

●
総
会

11
月
25
日
、
12
月
26
日
、

1
月
25
日
、
2
月
27
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
下

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

11
月
15
日
、
1
月
19
日
、

2
月
17
日

●
編
集
委
員
会

1
月
25
日
、
2
月
27
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

許
可
を
含
め
農
地
法
の
許
可
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
農

地
を
貸
し
て
欲
し
い
な
ど
の
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
は
地
元
の

農
業
委
員
か
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市街化調整区域内の転用申
請許可は毎月 10 日まで、市
街化区域内の転用届出は随
時受け付けしています

11
月
11
日　

海
老
名
市
文
化
会

館
●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
視

察
研
修
会

11
月
22
日　

JA
よ
こ
す
か
葉
山

直
売
所
「
す
か
な
ご
っ
そ
」、

三
崎
港
産
直
セ
ン
タ
ー
「
う
ら

り
」、
長
井
海
の
手
公
園
「
ソ

レ
イ
ユ
の
丘
」

●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
研

修
会

2
月
3
日　

秦
野
市
文
化
会
館

地区名 世帯数 ( 戸 ) 男 ( 人 ) 女 ( 人 ) 計 ( 人 )

本町 96 121 112 233

南 169 218 168 386

東 251 278 227 505

北 197 238 225 463

大根 186 214 190 404

西 263 322 279 601

上 123 142 121 263

合計 1,285 1,533 1,322 2,855

「秦野市農業委員会委員選挙人名
簿登載申請書」の集計結果をお知
らせします。
　この登録者は３月３１日に確定
し、次年度まで据え置かれます。

（3月1日現在）



編

集

後

記

はだの都市農業フォーラム2012

生産者と消費者との交流生産者と消費者との交流生産者と消費者との交流
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一
月
下
旬
の
あ
る
寒
い
朝
、急

に
息
子
が
学
生
時
代
に
下
宿
さ
せ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
を
話

し
、「
お
金
に
は
替
え
ら
れ
な
い
も

の
が
沢
山
あ
っ
た
の
に
。」と
言
い

ま
し
た
。そ
の
言
葉
を
聞
い
て「
農

業
も
同
じ
だ
よ
ね
。」と
私
は
独
り

言
の
よ
う
に
呟
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
若
い
人
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
就
農
し
、生
活
設
計
が
立

て
ら
れ
る
農
業
で
あ
っ
た
ら
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
編
集
委
員　

清
水
富
美
子
）

国民年金だけで十分ですか？
　平均的な毎月の生活費とし
て、夫婦で23万円が必要にな
りますが、そのうち13万2千
円を国民年金で賄うとして、
残りの10万円をどのように準備するか
が課題となります。
　そこで、「農業者のための年金」を活用しま
せんか！
農業者年金は…
☆年金は生涯支給されます。しかも80歳まで

の保証付き終身年金です。
☆少子高齢化時代に強い年金です。
　自分の年金の財源を自らが積み立てる、安定

した年金制度です。
☆所得税・住民税が節税になります。
　保険料は全額、社会保険料控除の対象
☆次の要件を満たす農業従事者なら誰でも加入

①20歳以上で60歳未満の方
②年間60日以上農業に従事
③国民年金の第１号被保険者
　また、農地を所有していな

い農業者や家族従事者も加入することができ、
脱退についてもいつでも自由にできます。
■問い合わせ
　農業委員会事務局　８２－９６５４
　秦野市農協共済課　８１－７７１５

　

2
月
4
日
（
土
）に
秦
野
市
農

協
本
所
に
お
い
て
、市
内
の
農
業

者
、消
費
者
、観
光
、商
工
業
者
や

学
校
、県
の
関
係
者
な
ど
様
々
な

分
野
か
ら
約
80
名
の
方
々
が
参
加

し
、「
は
だ
の
都
市
農
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
２
」が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、本
市
の
農
業
の
現
状

や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
後
、昨
年
の「
第

64
回
秦
野
た
ば
こ
祭
」で
初
め
て

実
施
し
好
評
で
あ
っ
た
「
秦
野
の

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、

農
産
加
工
品
の
製
造
に
取
り
組
む

農
家
の
人
達
が
地
場
農
産
物
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
、筍
ご
は
ん
、桜

の
天
よ
せ
、落
花
生
コ
ロ
ッ

ケ
な
ど
の
手
料
理
を
参
加
者

に
提
供
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、料
理
を
囲
み

な
が
ら
、市
内
の
農
産
加
工
品

の
紹
介
や
本
市
の
農
家
が
永

年
に
わ
た
り
育
ん
で
き
た
食

文
化
に
つ
い
て
、自
由
に
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

料
理
を
提
供
し
た
農
家
の

人
達
か
ら
は
、「
消
費
者
の
方

と
直
接
話
す
機
会
を
も
う
け

て
い
た
だ
き
、和
ら
い
だ
雰

囲
気
の
中
で
意
見
の
交
換
が

で
き
、
た
い
へ
ん
参
考
に

な
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

農業者年金にご加入を
プラスアルファの安心を

２月 14 日、秦野市地域ブランド
育成事業の開発部会（スイーツ部
門）が秦野商工会議所で開催され、
落花生・八重桜・イチゴを使用し
たドーナツの試作と、パッケージ
の検討が行われました。

　秦野市では、平成22年度から
ブランド創出と同時にPR活動や
販路拡大活動により秦野市のブ
ランドイメージを構築し、地域
経済の活性化に繋げるため、商
業・農業・観光の関係団体が、
一体となって地域ブランド事業
への取り組みを行っています。

かわいらしいハート型
のドーナツです。

棒を付けて歩きながら
でも食べやすいように
工夫をしました。

イチ
ゴジ
ャムド

ーナツ

イチ
ゴジ
ャムド

ーナツ

落花
生ド
ーナツ

落花
生ド
ーナツ

カメラ
スケッチ


